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校 長室 よ り

「 感 謝 」 の 心 を 胸 に！

２学 期 中 間 考査 が 終 了 し、 始 業 式か ら 今 日 で５ ９ 日 目 。長 丁 場 の 学期 も 半 分以 上 が 経 過
し まし た 。 生 徒の み な さ んは 、 デ ザイ ン し た ２学 期 を 計 画ど お り 実 行で き て いま す か ？ 考
査 の結 果 を 自 己分 析 し て 、弱 点 を 洗い 出 し 、 課題 を 解 決 する た め に 、仲 間 と 復習 し た り 教
科 の先 生 を 頼 りに し て 勉 強し ま し ょう 。 図 書 館の 活 用 も お勧 め で す 。

１０ 月 ５ 日 （土 ） 、 第 ３０ 回 仁 高祭 の 一 般 公開 を 史 上 初「 に か ほ っと 」 で 開催 し ま し た。
４日 （ 金 ） の開 祭 行 事 で、 私 は 「感 謝 」 を キー ワ ー ド にみ な さ ん にエ ー ル を送 り ま し た。

何 事も そ う で すが 、 初 め ての 体 験 には 不 安 や リス ク が つ きも の で す 。こ れ ま で２ ９ 回 に 渡
り 保護 者 や 地 域の 皆 様 が 学校 へ 足 を運 ん で い ただ い た 経 験知 を 基 に 、さ ま ざ まな 課 題 を 改
善 した い と い う意 欲 が 、 今回 「 に かほ っ と 」 開催 を 実 現 させ ま し た 。地 域 の コミ ュ ニ テ ィ
づ くり に 、 学 校全 体 で 参 画す る 画 期的 な 取 り 組み だ っ た と評 価 し て いま す 。

４日 （ 金 ） の午 後 は 悪 天候 の た め、 「 に か ほっ と 」 で 行う 準 備 作 業も 十 分 には で き ず 、
５ 日（ 土 ） の 早朝 か ら 急 ピッ チ の 対応 で し た が、 「 師 友 もろ と も 手 を取 り て 」実 行 委 員 会
や ３年 生 を 中 心に テ キ パ キと 準 備 を進 め 、 １ ０時 の 一 般 公開 を 迎 え るこ と が でき ま し た 。

特設 ス テ ー ジで 吹 奏 楽 部の 演 奏 が始 ま る と 、沢 山 の 人 が集 ま り ま した 。 「 明日 は き っ と
い い日 に な る ！」 の 演 奏 時に は 、 聴衆 は 各 々 リズ ム を 取 りな が ら 聴 いて い ま した 。 私 は バ
イ オリ ン 演 奏 の優 雅 さ 、 歌や ダ ン スパ フ ォ ー マン ス の 躍 動感 に 驚 き まし た 。 模擬 店 や 美 術
部 、写 真 部 、 １年 生 の 「 いち じ く いち 」 展 示 コー ナ ー 、 特別 企 画 「 鳥海 山 コ ンク ー ル 」 、
茶 華道 部 の お 茶会 等 、 催 しは 大 盛 況で 、 観 光 客の 皆 様 も 含め 、 み ん なが 笑 顔 でし た 。

一方 、 旧 上 郷小 学 校 を 会場 に 開 催さ れ た 「 いち じ く い ち」 に 参 加 した １ 年 生は 、 い ち じ
く の袋 詰 め や 来場 者 の 案 内、 ゴ ミ 箱の チ ェ ッ クや 清 掃 等 、多 岐 に 渡 る仕 事 を 通し て 、 来 場
者 やス タ ッ フ 、出 店 者 の 皆様 と ふ れあ う こ と がで き 、 幸 福な 一 時 を 過ご し た と思 い ま す 。
仁 賀保 高 校 生 のあ い さ つ や接 客 に つい て 、 来 場者 か ら お 褒め の 言 葉 をい た だ きま し た 。 ス
タ ッフ か ら は １年 生 の 献 身的 な 活 動に 「 感 謝 のこ と ば 」 もい た だ い てお り ま す。

１０ 月 ５ 日 （土 ） 、 仁 賀保 高 校 生は 学 校 外 の２ カ 所 で 、「 感 謝 」 の心 を 言 葉や 表 情 、 行
動 で表 現 す る 機会 を 得 る こと が で きま し た 。 家族 や 地 域 の皆 様 の み なら ず 、 県内 外 あ る い
は 外国 の 観 光 客の 皆 様 と の出 会 い や交 流 が あ りま し た 。 これ ら の 体 験を 機 会 に、 仁 賀 保 高
校 に集 い 、 学 ぶ意 欲 と 情 熱が あ る 「師 友 」 は 、今 ま で 以 上に 地 域 社 会で の 活 動を 大 切 に し、
「 感謝 」 の 心 を育 ん で い きま し ょ う。

「 にか ほ っ と 」で 飲 食 店 を営 ん で いる 本 校 一 期生 の 方 か ら、 『 仁 高 祭を 「 に かほ っ と 」 で
開 催し て く れ たお か げ で 、久 し ぶ りに 自 分 と 同じ 世 代 の 同窓 生 に 会 えた 。 生 徒の 保 護 者 や
知 り合 い が い っぱ い 来 場 して く れ てあ り が た い』 と 感 謝 の言 葉 を い ただ き ま した 。 他 の 経
営 者の 皆 様 も 、「 と て も 賑や か で 楽し い 。 生 徒の み な さ んの お か げ で若 返 る こと が で き た。
明 日６ 日 （ 日 ）は や ら な いの か ？ 来年 も 楽 し みに し て い る」 と 嬉 し いコ メ ン トを 沢 山 い た
だ いて お り ま す。

不安 や リ ス クは あ り ま した が 、 温か い お 言 葉を い た だ き、 地 域 の 皆様 が 、 仁賀 保 高 校 に
期 待し て い る こと が よ く わか り ま した 。 私 達 「仁 賀 保 生 」は 、 こ れ から も 「 師友 も ろ と も
手 を取 り て 」 感謝 の 心 を 胸に 秘 め 、地 域 の 皆 様に 笑 顔 と 喜び を 届 け てい き ま しょ う 。

仁 高 生 よ 、 世 の 光 な る 人 た ら む ！

★ ア イ コ ンタ ク ト （ ｉ con t act） を 心 がけ て く だ さい 。 目 と 目で 通 じ 合い 、 face
to face で 向 き 合 いな が ら 、「 考 え な がら 行 動 す る」 笑 顔 の 素敵 な 人 間た れ ！

★ メ モ を とる 習 慣 を 確立 し ま しょ う 。 生 徒手 帳 を フ ル活 用 し て くだ さ い 。メ モ を と
る 習 慣 は 、将 来 必 ず 役に 立 ち ます 。

★ 意 識 力 ＝意 思 ・ 意 志（ 瞬 間 ）＋ 気 力 （ 持続 ） で す 。意 識 力 を 育成 す る こと で 、 学
ぶ 力 が 増 幅し ま す 。 考え た こ とを 継 続 し てや り 抜 き まし ょ う 。

★ Ｇ Ｔ Ｈ は、 「 疑 問 →探 究 → 発見 」 と い う学 び の 方 程式 で す 。

★ 「 自 己 有用 感 」 を 高め て く ださ い 。 そ のた め に あ なた は 何 に 挑戦 し ま すか ?
自 分 が 誰か の 役 に たつ た め には 、 感 謝 の心 と 自 己 肯定 感 を 持 つこ と が 大切 で す ！


